
いわさきちひろ
（1918～ 1974）
福井県武生市（現・越前市）に生まれ、
東京で育つ。東京府立第六高等女学校
卒。藤原行成流の書を学び、絵は岡田三
郎助、中谷泰、丸木俊に師事。1946年日
本共産党に入党。1950年松本善明と結婚。同年、紙芝居「お母さんの話」を出
版、文部大臣賞受賞。1951年長男猛を出産。翌年、下石神井（東京・練馬）に自
宅兼アトリエを建てる。1956年小学館絵画賞（現在の小学館児童出版文化
賞）、1961年産経児童出版文化賞、1973年『ことりのくるひ』（至光社）でボロー
ニャ国際児童図書展グラフィック賞等を受賞。1974年肝ガンのため死去。享年
55歳。その他の代表作に『おふろでちゃぷちゃぷ』（童心社）、『あめのひのお
るすばん』（至光社）、『戦火のなかの子どもたち』（岩崎書店）などがある。

　1918年に生まれたいわさきちひろは、大正デモクラシーの気運
の高まりのなかで文化的に恵まれた幼少期を過ごしますが、その
青春時代はずっと戦争のなかにありました。ちひろの画家として
の歩みは、戦後の日本の復興と経済成長とともに、児童出版が盛
んになり、絵本文化が大きく花開いていく時代とも重なります。
　本展では、戦前の油彩画から最後に完成させた絵本『戦火のな
かの子どもたち』までを一堂に展示するとともに、貴重な資料や
写真などもあわせて紹介します。波乱に富んだ55年の生涯を生き、
子どものしあわせと平和を願いながら、画家として絵本の可能性
を追求し続けた、ちひろの人生と画業の全貌をご覧ください。

展覧会名

会期

会場

料金

主催

2017年7月8日（土）～ 9月12日（火）（66日間）
〇開館時間＝9：00～17：00（8月11日～8月20日のお盆期間は18：00まで）
〇休館日＝7月26日（水）

安曇野ちひろ美術館　展示室1・2、多目的ギャラリー

大人800円／高校生以下無料
団体（有料入館者20名以上）、65歳以上の方、学生証をお持ちの方は700円／
障害者手帳ご提示の方は400円、介添えの方は1名まで無料／視覚障害のあ
る方は無料／年間パスポート2500円

ちひろ美術館、信濃毎日新聞社

＜開館20周年記念 Ⅲ＞いわさきちひろの歩み

2

1-1, 緑の風のなかの少女　1972年 1-2, 屋根裏のアトリエで本を読む自画像　1947年頃

絵本文化の発展とともに　―時代が生んだ画家

1-3, 顔を洗う男の子　1956年　

2017年7月8日（土）～ 9月12日（火）

いわさきちひろの歩み
＜開館20周年記念 Ⅲ＞
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お問い合わせ 安曇野ちひろ美術館　広報担当　田邊・
くろやなぎ

畔栁 ・入口

〒399-8501 長野県北安曇郡松川村西原3358-24
TEL.0261-62-0772　FAX 0261-62-0774
E-mail:apublicity@chihiro.or.jp

http://www.chihiro. jp/　 

展覧会の見どころ

本リリースに掲載されている図版データを、プレス貸し出し用にご用意しています。
ご希望の方は、別紙「プレス用作品画像データ借用・誓約書」をご覧ください。
※必ず絵のそばに作家名・作品タイトル・制作年を明記してください。　※データ等チェックのため、校正段階で原稿をお送りください。
※トリミングや文字が絵にかかるようなレイアウトはご遠慮ください。　※掲載紙／誌をご送付ください。

図版について

戦前の最も古い作品から最後の絵本まで
開館20周年を記念して、戦前の作品として唯一現存する油絵「なでしことあざみ」から、亡くなる前年に完成させた最後の絵本『戦火の
なかの子どもたち』まで、約110点の作品を展示し、画業の全貌に迫ります。

ちひろに関する新発見資料の公開
今夏には、『評伝・いわさきちひろ（仮題）』（松本猛・著）が刊行予定です。これまでのちひろ研究のなかで明らかになった新事実や証言、
貴重な資料なども紹介し、ちひろの人生をさらに深く掘り下げます。

作品の描かれた時代背景を知る
戦後の民主化運動の高まりとともに紙芝居が普及した1940年代後半、児童出版の隆盛に伴い、多くの幼年向きの童話集や絵雑誌が刊行
された1950年代、多彩な絵本の表現が花開く1960年代後半から70年代と、ちひろの画業は、それぞれの時代の社会や児童出版の動きと
も密接に結びついています。日本の絵本史のなかに、ちひろの画業をとらえます。

●松本猛講演会　「母・いわさきちひろの歩み」
今秋、ちひろ研究の集大成として『評伝・いわさきちひろ（仮題）』（講談社）を刊行予定の松本猛（ちひろ美術館 常任顧問）が、
母・ちひろとの思い出や、画家・ちひろに関する新たな発見について語ります。
日時：7月 29日（土）18：00～ 19：30　会場：展示室 1前ギャラリー　料金：無料（入館料別）　
定員：80名　申し込み：要事前予約（ちひろ美術館 HP、TEL.0261-62-0772、美術館受付にて）

●ギャラリートーク
展示室で作品を見ながら、学芸員が展示の見どころなどをお話しします。
日時：毎月第2・4土曜日　14：00～ 14：30　会場：安曇野ちひろ美術館　展示室1　　料金：無料（入館料別）　申し込み：不要（参加自由）

主な出展作品 なでしことあざみ　1940年代前半、『ひとりでできるよ』より　1956年、『あいうえおのほん』（童心社）より　1960年、『りゅうのめのな
みだ』（偕成社）より　1965年、『にんぎょひめ』（偕成社）より　1967年、『わたしがちいさかったときに』（童心社）より　1967年、『お
ふろでちゃぷちゃぷ』（童心社）より　1970年、『ことりのくるひ』（至光社）より　1971年、『ぽちのきたうみ』（至光社）より　1973年、
『戦火のなかの子どもたち』（岩崎書店）より　1973年　ほか

出展作品数 約110点

関連イベント

1-4, 紙芝居「雪の女王」より　1954年
1-5, 焼け跡を見つめる少年
　　『わたしがちいさかったときに』（童心社）より　1967年
1-6, 王子を想う人魚姫『にんぎょひめ』（偕成社）より　1967年
1-7, ひまわりとあかちゃん　1971年　
1-8, 海の夕焼けと手紙をかく少女
　　『ぽちのきたうみ』（至光社）より　1973年　

1-4 1-5 

1-8 1-7 

1-6 





2-12, あきびんご　
『30000このすいか』（くもん出版）より　
2015年　作家蔵
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お問い合わせ 安曇野ちひろ美術館　広報担当　田邊・
くろやなぎ

畔栁 ・入口

〒399-8501 長野県北安曇郡松川村西原3358-24
TEL.0261-62-0772　FAX 0261-62-0774
E-mail:apublicity@chihiro.or.jp

ht tp: / /www.chihiro. jp/　  

展覧会の見どころ

本リリースに掲載されている図版データを、プレス貸し出し用にご用意しています。
ご希望の方は、別紙「プレス用作品画像データ借用・誓約書」をご覧ください。
※必ず絵のそばに作家名・作品タイトル・制作年・所蔵先を明記してください。　※データ等チェックのため、校正段階で原稿をお送りください。
※トリミングや文字が絵にかかるようなレイアウトはご遠慮ください。　　　　　※掲載紙／誌をご送付ください。

図版について

絵雑誌の黄金期　童画の誕生
1910年代に、子ども向けの絵雑誌「コドモノクニ」を始めとする芸術性の高い絵雑誌から、「童画」
が誕生し、日本独自の絵本文化の礎が築かれました。代表的な画家たちの作品を展示します。

関連展示 本展は内容を替えて、ちひろ美術館・東京で11月8日（水）から2018年1月31日（水）まで展示します。ぜひ、あわせてご覧ください。

多様化する絵本表現
個性豊かな画家たちが絵本を舞台に表現を深化させています。自由な発想のもと、様々な素
材や表現方法で描かれた絵本原画を展示します。

第二次世界大戦後に花開いた絵本
第二次世界大戦が終わり、未来を築いていく子どもたちに手わたされた絵本には希望が託さ
れていました。1960年代には、今日に至るまで、世代を超えて親しまれている数々のミリオン
セラー絵本も誕生します。

●ギャラリートーク
展示室で作品を見ながら、学芸員が展示の見どころなどをお話しします。
日時：毎月第2・4土曜日　14：30～ 15：00　会場：安曇野ちひろ美術館　展示室4　料金：無料（入館料別）　申し込み：不要（参加自由）

主な出展作品 清水良雄　お馬の飾り　「赤い鳥」創刊号表紙　1918年　ちひろ美術館蔵、初山滋　蝶サンウツシマスヨ！「コドモノクニ」1933年6月号
より　個人蔵、赤羽末吉　『だいくとおにろく』（福音館書店）より　1967年　ちひろ美術館蔵、瀬川康男　『いないいないばあ』（童心
社）より　1967年　ちひろ美術館蔵、長新太　『ゴムあたまポンたろう』（童心社）より　1998年　ちひろ美術館蔵、荒井良二　『きょうは
そらにまるいつき』（偕成社）2016年　作家蔵　ほか

出展作品数 約100点

2-8, 田島征三　
『ふきまんぶく』（偕成社）より　
1973年　ちひろ美術館蔵

2-10, 長新太
『ゴムあたまポンたろう』（童心社）より
1998年　ちひろ美術館蔵

2-7, 西巻茅子　『わたしのワンピース』（こぐま社）より
1969年／2002年　ちひろ美術館蔵

2-9, 山本容子　
『おこちゃん』（小学館）より　
1996年　作家蔵

2-11, ミロコマチコ　
『オオカミがとぶひ』（イースト・プレス）より
2012年　作家蔵

2-13, 荒井良二
『きょうはそらにまるいつき』（偕成社）より　
2016年　作家蔵

関連イベント





●ちひろ美術館コレクション　よりどりみどり 世界の鳥
●＜企画展＞日本デンマーク国交樹立150周年 イブ・スパング・オルセンの絵本展
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お問い合わせ

http: / /www.chihiro. jp/　  

撮影：橋本裕貴

●ギャラリートーク
展示室で作品を見ながら、学芸員が展示の見どころなどをお話します。
日時：毎月第2・4土曜日　14:00～いわさきちひろの歩み
　　　　　　　　　　　　14:30～＜企画展＞日本の絵本100年の歩み
参加費：無料（入館料別）　申し込み：不要（参加自由）

●おはなしの会
季節や展示にあわせた絵本の読み聞かせや
素話を、親子でお楽しみください。
日時：毎月第2・4土曜日 11：00～ 11：30
会場：安曇野ちひろ美術館  絵本の部屋
料金：無料（入館料別）　申し込み：不要（参加自由）

Information 8月は休まず開館します。
お盆期間（8/11～ 8/20）は18時まで開館延長します。

安曇野ちひろ美術館20周年！ おめでとう20歳！
開館20周年を迎えた2017年、美術館と同じ20歳の方は特別に入館無料です。
※生年月日のわかるものを受付でご提示ください。

安曇野ちひろ美術館　広報担当　田邊・
くろやなぎ

畔栁 ・入口
〒399-8501 長野県北安曇郡松川村西原3358-24
TEL.0261-62-0772　FAX 0261-62-0774
E-mail:apublicity@chihiro.or.jp

今秋、ちひろ研究の集大成として『評伝・いわさきちひろ（仮題）』（講
談社）を刊行予定の松本猛（ちひろ美術館 常任顧問）が、母・ちひろ
との思い出や、画家・ちひろに関する新たな発見について語ります。

母・いわさきちひろの歩み
松本猛 講演会

会場：展示室1前ギャラリー、子どもの展示室（トットちゃんの部屋）　
料金：200円（入館料別）　申し込み：不要（参加自由）

夏休み恒例、地元・松川中学生ボランティ
アとともに行うワークショップ。子どもか
ら大人まで楽しめるプログラムです。

夏休みワークショップ
8月1日 （火）～ 8月16日 （水）

松川中学生のガイドボランティアが、美
術館や安曇野ちひろ公園の見どころ、作
品の魅力などを紹介します。
会場：安曇野ちひろ美術館～安曇野ちひろ公園　料金：無料（入館料別）　
定員：各回15名　申し込み：要事前予約（当日館内にて受付）

美術館ガイドツアー
8月1日 （火）～ 8月16日 （水）

松川中学校の図書委員が、
絵本の読み聞かせを行います。
会場：安曇野ちひろ美術館　絵本の部屋
参加費：無料（入館料別）　申し込み：不要（参加自由）

絵本の読み聞かせ
8月2日（水）、3日（木）、6日（日）、9日（水）

10:30～／ 11:30～

次回展示のご案内

※11/8より、工事のため冬期休館
9月16日（土）～ 11月7日（火）

●ちひろと旅する信州
＜開館20周年記念　Ⅳ＞

会期中の休館日＝9/27（水）

7月29日 （土） 18:00～19:30

松本猛　Takeshi Matsumoto
1951年生まれ。美術・絵本評論家、作家、絵本学会会長、ちひろ美術館常任顧問。1977年にちひろ美術館･東京、
97年に安曇野ちひろ美術館を設立。同館館長、長野県信濃美術館・東山魁夷館館長を歴任。著書『安曇野ちひ
ろ美術館をつくったわけ』（新日本出版社）、『東山魁夷と旅するドイツ・オーストリア』（日経新聞出版社）、『母
ちひろのぬくもり』、絵本に『白い馬』『りんご畑の12か月』（いずれも講談社）など。

展示関連イベント

さわやかな朝に美術館へ足を運んでみませ
んか？　絵本カフェでは朝のミュージアム限
定のモーニングセットをご用意します。絵本
の読み聞かせや手遊びなどを行う「朝のおは
なしの会」やトットちゃん広場での「朝の音
楽会」をお楽しみください。

朝のミュージアム
8月6日（日）　8:00から特別開館

浴衣でご来館の方には、カフェにて1ドリン
クサービス！ 夕暮れどきからライトアップさ
れた、いつもとは違う夜の美術館をお楽しみ
ください。

夜のミュージアム
8月26日（土）　21:00まで開館延長

夜の電車の図書室で本を読んだり、
「肝だめし」を楽しみませんか？
申し込み：不要（参加自由）

夜のトットちゃん広場を楽しもう

「すずむしの里松川村クリスタルシンフォ
ニー」の一環として、安曇野ちひろ公園
で「すずむし捕り」が行われます。

主催：松川村観光協会　申し込み：不要
（雨天中止）

すずむしの音色を楽しもう

中 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア と 楽 し む

料金：無料（入館料別）　定員：80名
申し込み：要事前予約（ちひろ美術館HP、TEL.0261-62-0772、美術館受付にて）

※朝の音楽会については、安曇野ちひろ公園へお問い合わせください。TEL.0261-85-8822

　　　　　　　　　ちひろの知られざる人生が、夫や息子、友人、
　　　　　　　　　関係者の貴重な証言の数々でつづられた
　　　　　　　　　初のドキュメンタリー映画を上映します。
※映画の詳細は、特設サイトをご参照ください。http://chihiro-eiga.jp/index.html

料金：無料（入館料別）　定員：80名 
申し込み：要事前予約（ちひろ美術館HP、TEL.0261-62-0772、美術館受付にて）

いわさきちひろ
　～27歳の旅立ち～

9月2日（土）　18:00 ～ 19:30

ドキュメンタリー映画上映会




